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騨 盟 曇:

一一
炒 「よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
初
登
庁

の
近
藤
廣
康
市
長

」

五
代
日
の
市
長
に
無
投
票
当
選
し
た

近
藤
廣
康
市
長
が
十
六
日
午
前
九
時
す

ぎ
初
登
庁
し
、
近
藤
市
政
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
こ
の
日
、
午
前
七
時
に
起
床
し
た
近

藤
市
長
は
、
迎
え
に
出
向
い
た
職
員
と

送
迎
用
の
車
で
市
役
所
前
に
到
着
。
市

役
所
前
に
か
け
つ
け
た
市
民
と
職
員
の

拍
手
と
花
束
に
迎
え
ら
れ
、
市
長
室
ヘ

そ
の
後
、
就
任
式
に
臨
ん
だ
。

■

こ

よ

み

■

１
日
　
第
七
回
市
民
芸
能
の
つ
ど
い

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

４
日
　
む
し
歯
予
防
デ
ー

５
日
　
農
業
委
員
会

６
国
　
民
生
委
員
会

８
日
　
市
民
歩
貯
歩
け
大
会

第

一
回
童
謡

・
唱
歌
を
歌
う
つ

ど
い

１０
日
　
定
例
市
議
会
は
じ
ま
る

（予
定
）

「
日
　
入
梅

‐５
日
　
父
の
日

郷
日
　
ブ
ー
ル
開
き

（水
田
コ
ミ
セ
ン
）

２‐
日
　
夏
至

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
　

古
川
校
区
婦

人
学
級

（１４
日
）

〔相
談
〕
　

心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事

故
相
談

（５

ｏ
・２

・
・９

・
２６
日
）
、
行

政
相
談

。
人
権
相
談

・
消
費
生
活
相
談

（‐８
日
）
、
老
人
健
康
相
談

（４

・
Ｈ

・８

・
２５
日
）

妊
婦
相
談

（
１２

・
２６
日
）

今
月
の
税
　
　
市

（県
）
民
税
第
１
期
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田中市

田中市政から近藤市政ヘ

花束を手に拍手の中を退庁する田中市長 (15日 )

５
月
１５
日
に
退
任
式

田
中
虎
市
市
長
の
退
任
式
が
、
任
期

満
了
の
五
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
市

役
所
の
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

退
任
式
で
は
、
集
ま
っ
た
職
員
約
百

五
十
人
を
前
に
田
中
市
長
は

「五
十
七

年
五
月
、
市
長
就
任
以
来
、
市
の
発
展

と
市
民
福
祉
に
邁
進
し
、
本
国
退
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
大
過
な
く
過
ご
せ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
、
こ

こ
に
去
っ
て
い
く
の
は
心
理
的
に
寂
し

い
も
の
が
あ
る

（と
何
度
か
目
頭
を
押

さ
え
な
が
ら
）
今
後
は
第
三
の
人
生
を

開
拓
し
た
い
。　
一
市
民
と
な
っ
て
も
市

の
発
展
と
市
民
福
祉
に
協
力
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
新
し
い
市
長
を
助
け
市
の

発
展
の
た
め
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
職
員
を
代
表
し
て
木
本
保

男
助
役
が

「昭
和
五
十
七
年
に
第
四
代

筑
後
市
長
に
ご
就
任
な
さ
れ
て
か
ら
は

市
民
、
職
員
の
先
達
と
し
て
幾
多
の
波

乱
を
乗
り
越
え
て
市
政
の
進
展
の
た
め

文
字
ど
お
り
身
を
挺
し
て
こ
れ
に
当
た

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

懸
案
で
あ
っ
た
、
し
尿
処
理
場
も
完

成
し
、
ま
た
水
洗
、
西
牟
田
、
古
島
、

下
妻
、
二
川
小
学
校
の
完
成
、
筑
後
北

小
学
校
の
年
度
繰
上
げ
着
工
に
見
せ
ら

れ
た
奔
走
な
ど
、
文
教
施
設
の
整
備
に

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
幾
多
の
事
業
を
こ
な

し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
田
中
市
長
さ
ん

の
政
治
家
と
し
て
の
識
見
と
筑
後
市
建

設
に
寄
せ
ら
れ
た
情
熱
に
よ
る
も
の
で

数
々
の
業
績
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

今
後
は
、
田
中
市
長
さ
ん
が
築
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
市
勢
の
基
盤
を
、
さ
ら

に
不
動
の
も
の
と
し
、
常
に
提
唱
さ
れ

て
き
ま
し
た

″活
力
あ
る
明
る
い
豊
か

な
郷
土
″
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
残
る

者
の
努
め
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
政
の
大
先
輩
と
し
て
、
末
永
く
ご

指
導
く
だ
さ
い
。

筑
後
市
を
愛
し
、
ご
奮
闘
賜
っ
た
田

中
市
長
さ
ん
、
ま
た
こ
れ
に
応
え
て
、

あ
ら
ゆ
る
団
体
が
敬
慕
し
て
や
ま
な
か

っ
た
田
中
市
長
さ
ん
の
ご
自
愛
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

送
別
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

拍
手
に
送
ら
れ
退
庁

こ
の
あ
と
、
田
中
市
長
は
市
役
所
玄

関
前
で
、
女
性
職
員
か
ら
花
束
を
贈
ら

れ
、
退
任
を
聞
い
て
か
け
つ
け
た
大
勢

の
市
民
や
職
員
の
見
送
り
の
列
の
間
を

盛
大
な
拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら
、
市
役

所
を
あ
と
に
さ
れ
ま
し
た
。

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
田
中
市
長
。

田
中
市
長
四
年
間
の

主

な

で

き

ご

と

一

餞
昭
和

五
十

七
年

　

▽
中
尾
義
昭
市

長

か
ら
田
中
虎

市
市
長

へ

（
五
月

）

▽
し
尿

処
理
場
建

設
工
事

は
じ
ま

る

（
八
月

）

畷
昭
和

五
十

八
年

　

▽
桜
保
育

所
を

改
築

（
二
月

）
　

▽
筑
後
北

小
学
校

を
開
校

（
四
月

）
　

▽
古

川
小
学
校

創
立

百
周
年
記
念
式
典

（十

月

）

▽
衛

生

セ

ン
タ
ー
完
成

（十

一
月

）

畷
昭
和

五
十
九
年

　

▽
筑
後
北
小
学

校
体
育
館
完

成

（
五
月

）
　

▽
筑
後

北

小
学
校
プ

ー
ル
完

成

（
七
月

）

▽
市
民
憲
章
を
制
定

（十

月

）
　

▽

市
制
三
十
周
年

記
念
式
典

（十

一
月

）

▽
市
勢
要
覧
を

発
刊

（
十

一
月

）

▽
前
津
区

の

「
フ
ル
ー

ツ
で
心
豊

か

な
村
づ

く
り
」
が
農
林
水
産
大
臣
賞

事務引き継ぎをする新旧市長

退

任

の

あ

い

さ

つ

こ
の
た
び
、
五
月
十
五
日
を
も
ち

ま
し
て
、
任
期
満
了
に
よ
り
市
長
の

職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
四
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
七
年
五

月
に
就
任
以
来
、
私
は
、
市
民
の
皆

前
肇

長

田

中

虎

市

さ
ま
が
心
身
と
も
に
健
康
で
安
心
し
て

快
適
な
生
活
が
で
き
る

「緑
と
活
力
に

満
ち
た
連
帯
感
の
あ
る
人
間
都
市
」
づ

く
り
を
目
指
し
て
微
力
な
が
ら
全
精
カ

を
傾
注
し
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、　
一
市
民
と
し
て
郷

土
の
発
展
に
尽
す
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
遅
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
お
礼
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(2)



昭和 61年 6月 1日  386号広 報 ち く ご

十
五
日
の
田
中
虎
市
市
長
の
遅
任
式

に
引
き
続
き
、
十
六
日
午
前
十

一
時
か

ら
近
藤
廣
康
市
長
の
就
任
式
を
行
い
ま

し
た
。
就
任
式
で
は
、
集
ま
っ
た
職
員
約
百

五
十
人
を
前
に

「筑
後
市
は
、
先
祖
が

ひ
よ
く

築
い
て
き
た
肥
沃
な
美
田
に
恵
ま
れ
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
発

展
が
大
い
に
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す

私
は
、
農
業
と
商
工
業
の
調
和
の
と

れ
た
田
園
都
市
を
目
指
し
、
豊
か
で
明

脇
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
鴛

進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
本
位
の
民
主

的
な
肌
に
触
れ
合
う
政
治
を
基
本
に
、

市
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
と
も
に
歩

む
姿
勢
で
市
民
の
総
意
を
反
映
し
た
行

政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
健
康
に

注
意
さ
れ
て
、
礼
節
を
わ
き
ま
え
明
る

い
職
場
を
つ
く
り
、
筑
後
市
発
展
の
た

め
、
私
に
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

就
任
式
の
あ
と
、
記
者
会
見
、
課
長

会
、
事
務
引
き
継
ぎ
と
あ
わ
た
だ
し
い

一
日
目
を
過
ご
し
ま
し
た
。

近
藤
康
康
市
長
の
就
任
後
十
日
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

新
市
長
１０
日
間
の
日
程

‐６
日
（金
）
午
前
＝
就
任
式
、
記
者
会
見

事
務
引
き
継
ぎ

（田
中
前
市
長
か
ら
）

午
後
＝
課
長
会
、
事
務
引
き
継
ぎ

（内

容
説
明
）

‐７
日
（土
）
午
前
＝
市
内
官
公
庁
へ
あ
い

さ
つ
　
午
後
＝
昭
和
六
十

一
年
度
予
算

総
括
説
明

‐８
日
（日
）午
前
＝
川
と
水
を
守
る
運
動

市
内
巡
回
、
予
算
市
長
査
定
　
午
後
＝

予
算
市
長
査
定

（夜
八
時
ま
で
）

‐９
日
（月
）
午
前
＝
課
長
会
、
予
算
市
長

査
定

（午
後
五
時
二
十
分
ま
で
）

２。
日
（火
）午
前
＝
予
算
総
括
、
八
女
市

八
女
郡
へ
あ
い
さ
つ
　
午
後
＝
厚
生
委

員
協
議
会
へ
あ
い
さ
つ
、
甘
木
、
小
郡

市
へ
あ
い
さ
つ
、
農
地
整
備
課
、
農
政

課
内
容
説
明

（夜
八
時
ま
で
）

２‐
日
（水
）
午
前
＝
企
画
課
内
容
説
明
、

山
水
会
へ
あ
い
さ
つ
　
午
後
＝
市
内
企

業
と
の
懇
談
会
へ
あ
い
さ
つ
、
予
算
総

括
、
福
祉
事
務
所
、
都
市
対
策
課
内
容

説
明

（夜
八
時
ま
で
）

２２
口
（本
）午
前
＝
県
南
市
町
へ
あ
い
さ

つ
　
午
後
＝
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
、
八
女
市
へ
あ
い
さ
つ
、
商
工
観
光

課
内
容
説
明

（夜
八
時
ま
で
）

２３
日
（金
）午
前
＝
県
福
岡
国
道
事
務
所

県
庁
へ
あ
い
さ
つ
　
午
後
＝
国
保
直
営

診
療
医
療
施
設
運
営
協
議
会
総
会
、
中

央
商
店
街
振
興
組
合
総
会
、
衛
生
課
内

容
説
明

（夜
八
時
ま
で
）

２４
日
（上
）
午
前
＝
国
保
直
営
診
療
医
療

施
設
運
営
協
議
会
答
申
受
領
、
税
務
課

農
業
委
員
会
、
老
人
ホ
ー
ム
、
水
道
局

市
民
課
内
容
説
明
　
午
後
＝
筑
後
川
土

地
改
良
区
理
事
長

（城
島
町
）
葬
儀
、

教
育
委
員
会
内
容
説
明

２５
日
（日
）

休
日

に
輝
く

（十
二
月
）
　

▽
国
体
誘
致

（軟
式
野
球
会
場
）を
決
議
（十
二
月
）

⑮
昭
和
六
十
年
　
▽
下
妻
小
学
校
校

舎
完
成

（二
月
）
　
▽
二
川
小
学
校

体
育
館
完
成

（二
月
）
　
▽
西
牟
田

小
学
校
体
育
館
完
成

（二
月
）
　
▽

古
島
小
学
校
校
舎
完
成

（二
月
）

▽
統
計
ち
く
ご

（年
鑑
）
発
刊

（三

月
）
▽
体
育
施
設
の
照
明
使
用
の
有
料
化

（六
月
）
　
▽
古
島
小
学
校
ブ
ー
ル

完
成

（七
月
）
　
▽
窓
ヶ
原
公
園
運

動
広
場
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
成

（ｔ

月
）
　
▽
電
話
の
市
外
局
番
が

「○

九
四
二
」
に
市
内
局
番
も
ニ
ケ
タ
に

統
一
さ
れ
四
市
八
町
が
市
外
府
番
な

し
で
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（十

月
）
　
▽
市
政
功
労
者
を
表
彰

（十

一
月
）
　
▽
筑
後
市
総
合
計
画
を
策

定

（十
二
月
）

鰻
昭
和
六
十

一
年
　
▽
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
完
成

（四
月
）
　
▽
市
営
駐

車
場
オ
ー
プ
ン

（四
月
）
　
▽
田
中

市
長
か
ら
近
藤
市
長
へ

（五
月
）

６
月
市
議
会
は

１０

日

か

ら

の
予

定

近
藤
廣
康
市
長
就
任
後
、
は
じ

め
て
の
六
月
市
議
会

（定
例
会
）

は
、
十
日
開
会
の
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

就

任

の

あ
い

さ

つ

覆

賓

近

藤

度

康

り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
本
位
の
民
主
的
な
肌

に
触
れ
合
う
政
治
を
基
本
に
、
市
民

と
の
対
話
を
通
じ
て
、
と
も
に
歩
む

姿
勢
で
市
民
の
総
意
を
反
映
し
た
行

政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
全
職
員
が

一
体

と
な
り
、
議
会
の
ご
協
力
を
得
て
職

務
の
遂
行
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。

何
卒
、
市
民
各
位
の
一
層
の
ご
理

解
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
あ
げ
、
市
民
各
位
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
際
し
ま

し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

ご
支
援
と
ご
厚
情
に
よ
り
、
無
投
票

当
選
の
栄
に
浴
し
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
市
長
の
責
務
の
重

大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
五
月
十
六
日
か
ら
就
任
し

職
務
執
行
に
精
励
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
筑
後
市
の
現

状
は
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
本
来
、
筑
後
平
野
の
中

央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
私
た
ち
の
先

祖
が
営
々
と
築
い
て
き
た
肥
沃
な
美
田

に
恵
ま
れ
、
交
通
の
要
衝
を
占
め
、
工

業
用
地
に
も
恵
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の
発

展
を
大
い
に
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す

私
は
、
行
財
政
改
革
の
真
っ
只
中
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
財
政
的
困
難

等
に
も
屈
せ
ず
、
山
積
す
る
難
問
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
、

「農
業
と
商
工
業

の
調
和
の
と
れ
た
田
園
都
市
」
を
目
指

し
、
豊
か
で
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
邁
進
い
た
す
所
存
で
あ

(3)
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新
国
民
年
金
法
が
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
、
国
民
年
金
の
給
付
が
、
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
基
礎
年
金
は
三
種
類

①
老
齢
基
礎
年
金
　
従
来
の
老
齢

（通

算
老
齢
）
年
金
に
相
当
す
る
も
の
で
、

主
に
大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
が
対
象
で
す
。
原
則
は
六
十

五
歳
か
ら
。
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら

で
も
受
給
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
他

の
公
的
年
金
の
受
給
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す

支
給
額
は
、
六
三
二
、
八
〇
〇
円
で

す
。（
六
十
五
歳
受
給
最
高
額
で
、
以
下

昭
和
六
十

一
年
度
価
額
。
支
給
月
＝
二

月

・
五
月

・
八
月

。
十

一
月
）

②
障
害
基
礎
年
金
　
従
来
の
障
害
年
金

障
害
福
祉
年
金
を
包
括
し
ま
す
。

支
給
額
は
、　
一
級
七
七
八
、
五
〇
〇

円
、
三
級
六
三
二
、
八
〇
〇
円
。

新
た
に
、
子
の
加
算
制
度
が
で
き
ま

し
た
。
二
人
目
ま
で

一
八
六
、
人
○
○

円
、
二
人
目
か
ら
六
二
、
三
〇
〇
円
。

支
給
月
＝
二
月

・
五
月

・
八
月

・
十

一
月
③
遺
族
基
礎
年
金
　
従
来
の
母
子

（福

祉
）
。
準
母
子

（福
祉
）
年
金
、
遺
族

年
金
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

―

新

国

民
年

金

法

―

支
給
の
対
象
は
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

期
間
を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き

そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

た
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
で
す
。

支
給
額
は
、
基
本
六
三
二
、
八
〇
〇

円
。
加
算
は
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加

算
と
同
じ
。

支
給
月
＝
二
月
・
五
月

・
八
月

・
十

一
月

（既
裁
定
者
は
従
来
ど
お
り
）

■
国
民
年
金
独
自
の
給
付

⑪
寡
婦
年
金
　
支
給
要
件
は
従
来
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
支
給
額
は
、

「夫
が

受
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
第
１
号
被
保
険

者
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の
四
分
の

三
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

②
死
亡

一
時
金
　
第
１
号
被
保
険
者
と

し
て
、
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人

が
死
亡
し
、
基
礎
年
金
全
二
種
類
と
も
）

受
給
で
き
な
い
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す

納
付
期
間
　
　
死
亡

一
時
金

３
年
～
２４
年
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

２５
年
～
２９
年
　
一
一
一六
、
五
〇
〇
円

３０
年
～
３４
年
　
一
六
〇
、
○
○
○
円

３５
年
以
上
　
　
一
一〇
〇
、
○
○
○
円

③
付
加
年
金
　
従
来
ど
お
り

■
老
齢
福
祉
年
金
　
従
来
ど
お
り

■
既
裁
定
年
金
の
改
正
　
現
在
、
受
給

さ
れ
て
い
る
老
齢
関
係
年
金
と
寡
婦
年

金
は
、
今
年
四
月
か
ら
平
均
二

・
七
ど

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

納
付
期
間
の
再
確
認
を

昭
和
三
十

六
年

四
月

（
ま
た
は

二
十

歳

の

い
ず

れ

か
遅

い
日
）
か
ら
六
十
歳

に
達
す

る
ま

で
の
間
、
公
的
年
金

の
保

険
料
を
す
べ
て
納
め
て
い
る
人
に
、
満

額
の
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
、
任
意

加
入
の
制
度
も
で
き
ま
し
た
。

よ
り
多
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
の
未
加
入
や
未
納
が

な
い
こ
と
が
理
想
で
す
。
も
う

一
度
、

自
分
自
身
の
年
金
を
再
確
認
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
六
十
歳
以
後
の
任
意
加
入
制

度
を
利
用
さ
れ
、
老
後
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
証
書
を
郵
送

障
害
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

人
に
、
障
害
基
礎
年
金
証
書
を
郵
送
し

ま
す
。
六
月
末
ま
で
に
こ
の
証
書
が
届

か
な
い
方
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

（

電
詈
Ｔ
四
〓

一
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

給
付
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た

請

求

先

を

間
違

え

な

い

で

す
あ
と
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
る

免
除
手
続
き
を
し
て
お
け
ば
将
来
の

年
金
を
受
け
る
権
利
が
確
保
で
き
ま
す

ま
た
、
後
日
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
と
き
、
十
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。六

月
末
ま
で
に
免
除
手
続
き
を
す
れ

ば
、
今
年
の
四
月
分
か
ら
来
年
二
月
分

ま
で

一
年
間
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
申
請
免
除
は
、
各
年
度
ご
と

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
前
年
の
免
除

者
も
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
免
除
の
手
続
き
な
ど
、
ご
相
談

は
市
民
課
国
民
年
金
係

（電
五
三
―
四

一
一
一
）
へ
。

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
先
が
市
役
所

と
最
終
事
業
所
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
に
分
か
れ
ま
し
た
。

■
年
金
加
入
期
間
が
国
民
年
金
だ
け
の

人
は
、
市
役
所
年
金
係
で
受
付
し
ま
す

国
民
年
金
手
帳

・
戸
籍
抄
本

（誕
生

日
以
後
の
証
明
日
の
も
の
）

。
本
人
名

義
の
預
金
通
帳

・
最
終
納
入
月
の
納
付

書

・
印
鑑
な
ど
を
も
っ
て
、
誕
生
日
の

前
日
か
ら
そ
と
日
の
末
日
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
配
偶
者
の
厚
生
年
金
な
ど
の
期

間
を
使
用
し
な
け
れ
ば
年
金
受
給
資
格

期
間
が
不
足
す
る
人
は
、
配
偶
者
の
厚

生
年
金
な
ど
の
手
帳
か
証
書

。
年
金
証

書
と
勤
務
先
、
年
金
加
入
期
間
の
わ
か

る
書
類

（共
済
は
証
明
書
）
な
ど
が
必

要
で
す
。

日
前
記
以
外
の
人
は
、
最
終
事
業
所
ま

た
は
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事

―

老

齢

基

礎

年

金

―

務
所
で
受
付
し
ま
す
。

前
記
の
書
類
の
ほ
か
に
、
本
人
の
厚

生

・
共
済
年
金
手
帳

（証
書
ま
た
は
証

明
書
）
な
ど
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
久
留
米
社
会
保
険
事
務

所

（電
一≡
一Ｔ
六
一
九
一
）
へ
。

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は

保
険
料
の
免
除
手
続
き
を

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
で
、
失
業
や
病
気
な
ど
に

よ
っ
て
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、　
″保
険
料

の
申
請
免
除
″
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
免
除
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
も
国
が
年
金
額
を
保
障
し
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
を
せ
ず
に
保
険
料
を

納
め
ず
に
い
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
や
不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

(41
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事
業
所
統
計
調
査
１
７
月
１
日
現
在
で
実
施

調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ

い

年
目
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

間
に
産
業
構
造
な
ど
も
相
当
変
化
し
て

お
り
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
と
し
て
、
調
査
の
結
果
が
待
ち
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
じ

新
役
員
決
ま
る

―

行
政
区
長
会
―

五
月
十
三
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
政
区
長
会
総
会
が
開
か
れ
、
昭
和

六
十

一
年
度
、
六
十
二
年
度
の
行
政
区

長
会
役
員
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。　
？
一役
の
み
掲
載
）

会
長
＝
渡
辺
啓
之
郎

（筑
後
校
区
）

副
会
長
＝
近
本
広
次

（水
田
校
区
）

近
藤
静
雄

（筑
後
北
校
区
）
、
塚
本
藤

男

（下
妻
校
区
）
、
後
藤
萩
男

（羽
犬

塚
校
区
）

会
計
＝
紫
原
正
行

（西
牟
田
校
区
）

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一

つ
で
あ
る

「事
業
所
統
計
調
査
」
が
、

七
月

一
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
経
済
活
動

の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実
態
を
全
国

お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国

・

地
方
公
共
団
体
が
行
う
経
済
計
画
、
地

域
開
発
計
画
、
都
市
計
画
な
ど
の
諸
施

策
や
、
民
間
に
お
け
る
事
業
計
画
の
基

礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
農
林
漁
家
を
除
く

す
べ
て
の
事
業
所
で
、
会
社
、
工
場
、

商
店
、
病
院
、
学
校
、
国
鉄
、
私
鉄
、

ホ
テ
ル
、
旅
館
の
ほ
か
、
官
公
庁
や
神

社

・
仏
閣
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
七
百

万
の
事
業
所
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分
け

て
行
わ
れ
ま
す
。

（甲
調
査
〕
　

民
間
経
営
の
す
べ
て
の

事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
事

項
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経

営
組
織
、
事
業
の
種
類
、
従
業
者
数
な

ど
八
項
目
で
す
が
、
会
社
組
織
の
事
業

所
は
こ
の
ほ
か
に
資
本
金
額
な
ど
六
項

目
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

〔乙
調
査
〕
　

サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
、

物
品
貸
付
業

（
レ
ン
タ
カ
ー
業
、
貸
し

ボ
ー
ト
業
な
ど
）
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

・
理
容

・
浴
場
業
、
娯

楽
業
、
駐
車
場
業
、
自
動
車
整
備
業
、

修
理
業
、
写
真
業
、
結
婚
式
場
な
ど
の

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
を
対
象
に
、
そ
の

名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近

一
年

間
の
総
売
上
高
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す

な
る
、
乙
調
査
は
、　
一
部
の
事
業
所

を
選
定
し
た
標
本
調
査
に
よ
り
行
い
ま

す
。〔丙

調
査
〕
　

国
、
地
方
公
共
団
体
お

よ
び
日
本
国
有
鉄
道
の
事
業
所
を
対
象

に
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種

類
、
職
員
数
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
の
方
法
で
す
が
、

「甲

調
査
」
と

「乙
調
査
」
は
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
六
月
下
旬
か

ら
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査
票
へ
の
記

入
を
依
頼
し
、
そ
の
後
回
収
に
ま
い
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
調
査
員
が

直
接
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

「丙
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら
ず

国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
日
本
国
有

鉄
道
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
前
回
調
査
か
ら
五

査にご協力

ヽ｀:メ

嘲
参
加
申
込
は
２０
日
ま
で

―
早
朝
野
球
大
会
―

早
朝
野
球
育
成
会
と
フ
ク
ニ
チ
新

聞
社
で
は
、
次
の
と
お
り
第
九
回
筑

後
市
早
朝
野
球
大
会
を
開
き
ま
す
。

参
加
希
望
チ
ー
ム
は
、
六
月
二
十

日

（金
）
ま
で
に
商
工
会
議
所
内
、

青
年
会
議
所
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

③
と
き
　
七
月
十
四
日

（月
）
か
ら

八
月
ま
で

鰻
と
こ
ろ
　
ロ
ッ
テ
Ａ
球
場

畷
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
六
千
円

畷
抽
選
日
　
七
月
七
日

（月
）
午
後

六
時
二
十
分
か
ら
勤
労
婦
人
セ
ン
タ

ー
三
階
で

詳
し
く
は
、
青
年
会
議
所
事
務
局

（電
五
二
―
六
七
七
〇
）
へ
。

保
母
の
資
格
試
験

福

岡
県

で
は
、
保
母
資
格
試
験
を

次

の
と
お
り
行

い
ま
す
。

受
験
希
望
者

は
、
市
福
祉
事
務
所

庶
務
係

（
電
五
三

―
四

一
一
一
）

ヘ

申

し
込

ん

で
く
だ

さ

い
ゐ
。

畷
試
験

日
　

七
月
二
十

日

（水

）
か

ら
人
月

一
日

（金

）
ま
で
の
三

日
間

鰻
試
験
場
所
　
第

一
保
育
短
期
大
学

と
第
一
経
済
大
学

（太
宰
府
市
五
条

三
丁
目
十
一
―
二
十
五
）

⑩
受
験
の
申
込
期
間
　
一ハ
月
十
日

（

火
）
か
ら
二
十
日

（金
）
ま
で

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉

事
務
所
庶
務
係
へ
。

調

理

師

試

験

の

受
験
準
備

講
習
会

県
食
生
活
改
善
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
調
理
師
資
格
取
得
の
受
験
準

備
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

団
と
き
　
七
月
八
日

（火
）
～
十
一

日

（金
）
の
四
日
間

⑮
と
こ
ろ
　
久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（久
留
米
市
東
合
川
町
三

七
六
‐
二
、
千亀四
四
‐
五
一一〇
一　）

⑮
費
用
　
一
万
五
千
円

詳
し
く
は
、
県
食
生
活
改
善
協
会

（千鳴
〇
【
二‐
七
一三
‐
九
〇
〇四
）
へ
ｃ

卓

球

教

室

の

参

加

者

募

集

卓
球
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
卓

球
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
六
月
十
六
日
（月
）ま

で
に
社
会
教
育
課
体
育
係
奪
曼
一〒
二

≡
０
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

醒
と
き
　
一ハ月
十
六
日

（月
）
午
後

八
時
か
ら

國
と
こ
ろ
　
羽
犬
塚
中
学
校
体
育
館

国
参
加
料
　
千
円
（保
険
料
な
ど
）

(5)
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６
月
４
日
は
む
し
歯
予
防
デ
ー
）

子
供
の
ム
ラ

歯
は

母
親
の
責
任

乳
歯
は
生
後
五
カ
月
か
ら
十
力
月
ご

ろ
か
ら
生
え
は
じ
め
、
二
歳
で
ほ
ぼ
生

え
そ
ろ
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
む
し

歯
が
増
え
は
じ
め
、
三
歳
近
く
で
七
〇

が
虫

六
歳
ご
ろ
で
は
九
〇
で
以
上
が
ム

シ
歯
と
な
り
ま
す
。

歯
は
食
べ
物
を
か
み
く
だ
い
た
り
、

正
し
い
発
音
を
す
る
ど
い
う
二
つ
の
大

き
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
む
し
歯
が
進

行
し
て
痛
み
出
す
と
、
楽
し
く
食
事
が

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
歯
を
抜
く
こ
と

に
で
も
な
れ
ば
、
食
物
を
か
む
こ
と
さ

え
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
又
、
顔
の
形

や
歯
並
び
が
悪
く
な
る
原
因
と
な
り
ま

す
。歯
の
よ
し
あ
し
は
遺
伝
的
な
も
の
よ

り
も
、
生
ま
れ
て
か
ら
あ
と
の
生
活
習

慣
が
よ
り
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
育
児
を
受
持
つ
母
親
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
妊
娠
中
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る

②
で
き
れ
ば
母
乳
で
、
人
工
乳
の
場
合

は
あ
ま
り
甘
く
な
い
も
の
を
与
え
る

③
歯
が
生
え
た
ら
脱
脂
綿
な
ど
で
き
れ

い
に
ふ
き
と
る
習
慣
を
つ
け
る

④

一
歳
六
カ
月
こ
ろ
か
ら
、
食
事
の
あ

と
に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
て
せ
遊
ば
せ
、

な
れ
た
ら
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
さ

せ
る
た
め
母
親
と

一
緒
に
み
が
く
よ
う

に
す
る

⑤
歯
に
よ
い
食
物
を
中
心
に
し
て
、
歯

に
悪
い
食
物
を
避
け
る
よ
う
に
す
る

む
し
歯
の
三
要
素
は
食
物

（砂
糖
を

と
り
す
ぎ
な
い
）

。
個
体

（歯
の
栄
養

や
フ
ッ
素
塗
布
）

。
微
生
物

（歯
み
が

き
励
行
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
実
行
す
れ

ば
、
む
し
歯
の
発
生
を
あ
る
程
度
防
げ

ま
す
。
予
防
に
ま
さ
る
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
ず
、
歯
み
が
き
習
慣
を
身
に
つ
け

定
期
的
に
歯
の
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
も
し
、
む
し
歯
を
み

つ
け
た
ら
小
さ
い
う
ち
に
治
療
し
て
お

工さ
学
ｒ
）
ょ
＞９
。

◎
歯
の
み
が
き
方
に
は
、
横
み
が
き
、

縦
み
が
き
、
描
円
法
、
回
転
法

（
ロ
ー

リ
ン
グ
法
）
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。
初
め
は
、
横
み
が
き
法

で
習
慣
づ
け
て
か
ら
、
上
手
な
み
が
き

方
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

歯

の
無
料
検
診

の

お
知

ら

せ

歯
の
衛
生
週
間
に
ち
な
ん
で
、
八
女

歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
の
無
料
検
診
を

は
じ
め
多
く
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
気
軽
に
か
加
く
だ
さ
い
。

⑬
と
き
　
ニハ
月
七
日

（土
）
午
後

一
時

か
ら
三
時
ま
で

園
と
こ
ろ
　
八
女
市
歯
科
医
師
会
館

（

八
女
市
東
矢
原
町
　
電
冤
聖
〒
四
‐
賀

二
九
）
國
行
事

●
幼
児
、
児
童

（三
歳
か
ら
九
歳
）
の

フ
ッ
素
塗
布

（無
料
）

０
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯
磨
き
体
操

●
歯
の
燃
料
検
診
相
談

●
ス
ラ
イ
ド
映
写

●
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
及
び
表
彰

ｏ
そ
の
他
歯
に
関
す
る
行
事

高

血

圧

教

室

に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
高
血
圧

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
人
、
疑
い
の
あ
る
人
、
そ

の
家
族
の
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
医

学
的
知
識
と
日
常
生
活
の
注
意
、
減
塩

料
理
の
作
り
方
や
正
し
い
運
動
な
ど
の

受

‐
歳
科
目
が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
は
衛
生
課

（電
≧
一‐
聖
三
）

へ
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

七
月
八
日
　
開
講
式
、
専
門
医
に
よ
る

議
話

（成
人
病
の
基
礎
知
識
）

七
月
十
八
日
　
減
塩
の
調
理
実
習
、
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
の
必
要
性
、
日
常
生
活
の

注
意
七
月
二
十
九
日
　
減
塩
の
調
理
実
習
、

運
動
療
法
の
実
技

八
月
六
日
　
減
塩
の
調
理
実
習
、
専
門

医
に
よ
る
講
話
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
る
、
血
圧
測
定
や
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

無
料
で

梅
毒
検
査
を
し
ま
す

八
女
保
健
所
で
は
、

「社
会
の
風
紀

環
境
を
浄
化
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
無
料
で
梅
毒
血
清
反
応
検
査
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い
。

廻
と
き
　
七
月
二
日

（水
）
、
七
日

（

月
）
、
九
日

（水
）
、
十
四
日

（月
）

十
六
日

（水
）
の
午
前
九
時
か
ら
十

一

時
ま
で

⑬
と
こ
ろ
　
八
女
保
健
所

（八
女
市
本

村
二
五
　
電
冗
聖
〒
〒
〓
垂
）

詳
し
く
は
同
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Jウ歯みがき

圏日O
身につけよう

保
健
衛
生
だ
よ
リ
ワ
ほ
け
ん
え
い
せ
い
だ
よ
り
）
保
健
衛
生
だ
よ
り

3害 追 放

。たばこ"・控えめに

● 塩 …1日 109程度に

。肥 満…標準体重に

(lEう)
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予

防

繊

糎

定
赳

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
三
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ

き
、
破
傷
風
）

１１
日
　
猪現
後
、
羽
犬
塚
、
松
原
、
筑
後

北
校
区

２５
日
　
西
牟
田
、
古
川
、
水
田
、
水
洗

下
妻
、
古
島
、
三
川
校
区

覇
対
象
者
は
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
す
。

一
期
は
二
歳
に
な
っ
て
か
ら
毎
月
続

け
て
三
回
し
ま
す
。
二
期
は

一
期
終
了

後

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回
し
ま

す
。
こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と

き
は
、
七
十
二
カ
月
を
限
度
に
二
種
混

合

（ジ
フ
テ
リ
ャ
、
破
傷
風
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
る
、
後
期
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
予
防

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
注
射
を
先
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

⑩
対
象
児
は
生
後
四
十
八
ヵ
月
未
満
で

ま
だ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
受
け
て
い

な
い
お
子
さ
ん
で
す
。
生
ま
れ
て
す
ぐ

で
き
る
予
防
接
種
で
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
乳
児
期
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
は
、
ま
ず
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

注
射
を
受
け
、
２
日
後
判
定
し
、
陰
性

の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
ま
す
。

注
射

ツ

判

定

校
区

計

っ
て
、
け
々
手
帳
の
間
診
票
に
必
ず

‐
ｉじ
入
し
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
る
問
診
票
が
な
い
と
き
は

保
護
者
の
印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。お欅

ぶ形

（乳
・
幼
児
）

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
乳
児

（四

ヵ
月
児
）
検
診

２７
期
長
Ⅶ
膊

蒙
円
譜

嘘
帥
胸
剤
湖
絆
医

と
整
形
外
科

医

の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

栄
養
士

に
よ
る
離
乳
食
指
導

や
保
健
婦

に
よ
る
育
児
指
導
、
さ
ら
に
家
族
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す
。
最
後
に

小
児
が
ん

（神
経
芽
細
胞
腫
）
検
査
の

説
明
を
し
、
尿
検
査
セ
ッ
ト
を
お
渡
し

し
ま
す
。

■

一
歳
半
児
検
診

２
日
　
昭
和
５９
年
Ｈ
月
生
ま
れ
の
幼
児

間
診

・
体
重

。
身
長
測
定
の
ほ
か
、

歯
科
医
に
よ
る
検
診
が
あ
り
ま
す
。

麻
し
ん
の
予
防
接
種
の
問
診
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。
栄
養
や
保
育
に
つ
い
て

の
指
導
や
、
む
し
歯
予
防
の
玖
ラ
イ
ド

を
上
映
し
ま
す
。

一
歳
半
は
、
発
育
の
重
要
な
時
期
で

す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

市

民

の

た

め

の

て

ん

か

ん

講

座

ＩＩ
本
て
ん
か
ん
協
会
福
岡
県
支
郡
で

は
、
市
民
の
た
め
の
て
ん
か
ん
講
座
を

開
き
ま
す
。
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い

会
員
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

醒
と
き
　
二
月
二
十
五
日

（日
）
午
後

一
時
～
五
時
ま
で

鰻
と
こ
ろ
　
福
岡
市
社
会
福
社
会
館

（

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
こ
丁
目
た
の
十

二二
　
　
十鳴
〇
九
二
‐
七
一三
‐
〇
七
十
七
）

⑮
講
演

　
「
て
ん
か
ん
と
情
動
障
害
」

「障
害
児
と
学
力
不
振

・
学
習
障
害
」

醒
相
談
　
医
療
相
談
、
教
育
相
談

⑬
資
料
代
　
会
員
＝
百
円
、
会
員
外
＝

五
百
円
。

詳
し
く
は
、
同
社
会
福
社
会
館
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
衛
生
部
で
は
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験
を
次
の
と
お
り
し
ま
す
。

④
申
込
期
間
　
一ハ
月
十
八
日
～
六
月
二

十
八
日
ま
で

団
試
験
日
ｏ
場
所
　
八
月

一
日

（金
）

福
岡
市
南
区
玉
川
町
三
二
番

一
号
　
第

一
薬
科
大
学

受
験
の
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
八
女

保
健
所

（電
兄
四
三
‐
一〒
〓
王
）
ヘ

１０

日

・６

日

・７

日

２４

日

・２

日

・８

日

・９

日

２６

日

羽
犬
塚
、
西
牟
田
校

区水
田
、
古
島
、
下
妻

二
川
校
区

筑
後
北
、
松
原
校
区

筑
後
、
古
川
、
水
洗

校
区

な
お
、
会
場
で
再
度
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注

射
を
指
示
さ
れ
た
方
は
、
七
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

③
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
熱
を

健

康

相

談

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
の
午
後

一
時
三
十
分
か

ら
二
時
二
十
分
ま
で
受
付
。

伊
藤
先
生
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー

６
日
と
２０
日

（第

一
と
第
二
金
曜
日
）

の
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
十

一
時
三
十

分
ま
で
受
付
。

■
農
協
馬
間
田
支
所

‐３
日

か第
二
金
曜
日
）
の
午
前
十
時

二
十
分
か
ら
十

一
時
二
十
分
ま
で
受
付

■
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２７
日

（第
四
金
曜
日
）
の
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
受
付

金
曜
日
の
相
談
に
は
、
い
ず
れ
も
平
井

先
生
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

■
津
島
西
公
民
館

‐３
日
　
午
後

一
時
二
十
分
か
ら
二
時

三
十
分
ま
で
受
付
。
永
田
先
生
が
お
み

え
に
な
り
ま
す
。

■
蔵
数
公
民
館

２０
日
　
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時

三
十
分
ま
で
受
付
。
柳
瀬
先
生
が
お
み

え
に
な
り
ま
す
。

最
寄
り
の
相
談
会
場
を
選
び
、
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
四
十
歳
以

上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
方
は
会
場

で
発
行
し
ま
す
。

取 毒

扱
物
者

試
劇

験 物

香薙 佳楽与ちゃん
(昭和60年 6月 19日 生)

合羅謙治さん (37)、 博子さ

ん(37)の長女。 〔二本松区〕

伝え歩きができるようにな

って一人で遊んでいますが、

ほんとうはお父さん子です。

「元気で、誰にでも愛される

人に育って」と博子さん。

赤
ち
ゃ
ん
登
場

⑩

）
保
健
衛
生
だ
よ
り
）
ほ
け
ん
え
い
せ
い

(7)
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よみがえった川と水
―全市一斉清掃終わる一

5月 ■日から25日 まで「川と水を守

る市民運動 (全市一斉清掃)が行われ
川や水路、下排水路などが見違えるよ

うに美しくなりました。

7年 目を迎えた今年は、一斉清掃も

手慣れたもので、午前10時 には終わる

という早い所もあったようです。

市民総ぐるみでの一斉清掃、たいヘ

んおつかれさまでした。

真木和泉守をしのび山樋富祭
幕末の勤王の志士、真未新築等の遺

徳をしのぶ山旋造祭が17日、水田中区

の顕彰碑前で行われた。

祭りには、和泉守の追族・真木大樹

(久留米水天宮宮司)、 子弟の追族ら

約50人のが列で、遺徳をしのんだ。

この祭りは、和泉守が水田に来た 5

月17日 を記念し、昭和31年から山樋宿

保存会が行っている。嘉永 5年 (1852

年)か ら11年間、水田に墾潜し、子弟の

教育にあたつた所 (家)が山樋寓です。

(3)

昭和 61年 6月 1日  386号

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
六
月

一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
間
に

「現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て
い
る

方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
の
届

け
出
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で

す
。引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ

て
も

「現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

六
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
の
改
正
で

二
人
目
の
お
子
さ
ん
も
対
象
に

今
年
の
六
月

一
日
か
ら
児
童
手
当
法

が
改
正
さ
れ
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん
に

も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん

は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
限
ら
れ
ま
す
。

（広
報
ち
く
ご
五
月
号
に
掲
載
）

現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
二
人
目
の
お
子

さ
ん
が
そ
の
対
象
と
な
る
方
は
、

「現

況
届
」
の
前
に

「増
額
改
定
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
月
額
二
千
五

百
円
の
児
童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

「増
額
改
定
請
求
書
」
を
提

出
し
な
い
と
、
六
月
か
ら
増
額
分
は
で

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

◇

◇

届
け
出
用
紙
は
、
市
福
祉
事
務
所
福

祉
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

一
月
一
日
以
後
、
筑
後
市
に
引
っ
越
し

て
来
た
人
は
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市

町
村
の

「六
十
年
中
の
所
得
証
明
書
」

が
必
要

と
な

り
ま
す
。

手
続

き

に
は
必
ず

「
印
鑑
」
を
持

っ

て
き

て
く
だ

さ

い
。
そ

の
他

わ
か
ら
な

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（個
人
的
な
こ
と
が

ら
を
知
ら
れ
た
く
な
い
権
利
）
意
識
の

高
ま
り
と
情
報
化
社
会
の
進
展
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
と
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、

六
月
一
日
か
ら
住
民
票
の
取
り
扱
い
が

変
わ
り
ま
し
た
。

■
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は

①

「世
帯
主
」

「続
柄
」

「本
籍
の
表

示
」
は
、
特
別
に
請
求
し
な
い
と
省
略

し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「続
柄
」

「本
籍
」
な
ど
が
必
要
な
方

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

官
公
署
に
提
出
す
る
場
合
は
、

「続

い
こ
と
が
あ

り
ま

し
た
ら
、
市
福
祉
事

務

所
福
祉
係

（
電
五
三

―
四

一
一
一
）

へ
お
問

い
合

わ

せ
く
だ

さ

い
。

柄
」

「
本
籍
」

な
ど
が
必
要

と
す

る

こ

と
が
多

い
の
で
ご
注
意

く
だ

さ

い
。

②
一　
本

人
や
同

一
世
帯
員

以
外

の
人
が

請
求

さ
れ

る
場
合

は
、
請
求

の
理
由
を

具
体
的

に
明
ら

か
に
し
な

け
れ
ば

な
り

ま

せ
ん
。

③

　
請
求

さ
れ

る
と
き
は
、
申

請
き

に

氏
名
を
書

き
、
印
鑑

が

必
要

で
す

（代

理
人

の
と
き
は
委
住
状

が

必
要

で
す

）

④
一　
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の
侵
害

に

つ
な
が

る
よ
う
な
目
的

で

の
請
求

は

で
き
ま

せ

ん
。詳

し
く
は
、
市

民
課
市

民
係

（
電

話

五
三
十
四

一
一
一
）

へ
お
聞

い
合

わ

せ

く
だ

さ

い
。

六
月
は

「現
況
届
」
の

提
出
期
間

で
す

６
月
１
日
か
ら

住
民
票
の
取
り
扱

い
が
変
わ
り
ま
す

―

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
で

―
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最
近
、
水
洗
ト
イ
レ
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
昨

年
十

一
月
に

「浄
化
槽

法
」
が
で
き
て
か
ら
、

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
の
規
制
が
き
び

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
や
市
で
は
、
浄
化

槽
の
設
置
か
ら
保
守
点

検
ま
で
を
、
業
者
や
設

置
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
た
だ
く

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
清
掃
や
点
検
は
、
定
め

ら
れ
た
基
準
で
定
期
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
筑
後
市

に
は
約
二
千
作
の
浄
化
槽
が
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を

十
分
に
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
保
健
所
か

ら
の
立
入
り
検
査
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
の
家
庭
は
、
必

ず
、
保
守
点
検
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

高
齢
者
講
座

（
５

ｏ
２５
日
）
、
健

康
美
容
体
操
講
座

（
９

，
１６

・
２３
日

社
交

ダ

ン
ス
講
座

（
１０

・
１７
日
）
、

料

理
講
座

１
都

（
１１

・
２５
日
）
、

み

そ
づ

く
り
講
習
会

（
１７

・
・９
日
）

水洗トイレは定期点検を

飼

犬

の

登

録

と

狂

犬

病

予

防
注

射

衛

生
課
と
八
女
保
健
所

で
は
、
前
回

（
四
月

）
の
登
録

と
注
射
漏

れ
と
な

っ

た
飼
犬
を
対
象

に
、
次

の
と
お
り
登
録

と
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
。

生
後

三

カ
月
以
上

の
犬

は
、
必
ず

登

録

と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。
も

よ
り

の
会

場

で
受

け

て
く
だ

さ

い
。
登
録

と
注
射
料

四
千

三
百
円
が
必
要

で
す
。

９
日
　
竹九
後
小
学
校
＝
午
前
九
時
二
十

分
～
十

一
時
二
十
分

下
妻
小
学
校
＝
午
前
十
時
～
十

一
時

三
十
分
農
協
水
田
支
所
＝
午
後

一
時
～
三
十
分

～
三
時
古
島
農
業
倉
庫
＝
午
後

一
時
二
十
分

～
三
時

１０
日
　
農
協
古
川
支
所
＝
午
前
十
時
～

十

一
時
三
十
分

熊
野
公
民
館
＝
午
前
九
時
三
十
分
～

十

一
時
三
十
分

船
小
屋
公
民
館
＝
午
後

一
時
三
十
分

～
三
時
寛
元
寺
公
民
館
＝
午
後

一
時
二
十
分

～
三
時

側
日
　
一
条
公
民
館
＝
午
前
九
時
二
十

分
～
十

一
時
二
十
分

市
役
所
＝
午
前
九
時
二
十
分
～
十

一

時
三
十
分
、
年
後

一
時
～
三
時

衛
生
セ
ン
タ
ー

（高
江
）
＝
午
後

一

時
二
十
分
～
三
時

4月 の人の動き

出 生    31人
死 亡    23人
人口計 43,285人

(前月より32人 よ曽)

男   20,654人
女   22,631人
世帯数 11,424戸

か ら

4月 の交通事故状況

発生件敷 20件 (98)
魚傷者数 28人 (149)
死亡者数  0人 (1)
※ ()内 は1月 から4

月までの異計です。

◎死亡事故「ゼロ」Iヽ 67日

(4月 30B現在)  |
筑後市交通安全対策l務議会資料

人
工
呼
吸
の
し
か
た
を
覚
え
ま
せ
ん
か

夏
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
水
の
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
消
防
署
で
は
、
今
年
も
学
校

や
公
民
館
で
人
工
呼
吸
の
し
か
た
の
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

人
工
呼
吸
の
し
か
た
を
覚
え
た
い
方

は
、
グ
ル
ー
プ
や
子
ど
も
会
育
成
会
な

ど
団
体
で
、
消
防
署

（電
五
二
―
二
〇

二
〇
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
水
難
事
故
は

毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
水
に
お
ば

れ
た
人
を
助
け
る
に
は
最
初
の
五
分
間

が
勝
負
で
す
。

人
工
呼
吸
の
し
か
た
を
十
分
に
練
習

さ
れ
て
、
水
の
犠
牲
者
を
一
人
で
も
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

４
１
　
鑑
　
．
一
の
一

落

と
　
し
■
も
―
の

五
月
二
日

（金
）
市
役
所
の
市
民
課

国
民
健
康
保
険
係
の
前
に

″実
印
″
ら

し
い
印
鑑
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

会
計
課
の
管
財
係
で
預
か
っ
て
い
ま

す
。
心
当
た
り
の
方
は
会
計
課

（電
五

三
―
四
一
一
一
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

少年 ソフ ト
子供会ドッジボール大会の成績

11日 、羽犬塚・筑後中学校で行われ

た少年ソフト・子ども会ドッジボール

大会には、中学生ソフト11チーム、小

学生ソフト17チーム、子ども会ドッジ

ボール14チームがか加、熱戦をくりひ

ろげた。成績は、次のとおりです。

〔中学生ソフトボール〕 優勝=松原

2位 =西牟田 3位 =鶴田、水田B

〔小学生ソフトボール〕 優勝=島田
子ども会 2位 =桑鶴・北長田子ども

会 3位 =鶴田・久恵子ども会、久富

(7分団)子 ども会

〔ドッジボール〕 優勝=志・植松・

船小屋子ども会 2位 =長浜子ども会
3位 =徳久子ども会、前津子ども会

熊野区でもソフトボール大会

11日 、松原小学校で第 3回熊野区民

ソフトボール大会が行われた。

これは、区民の健康と親睦を目的に

一昨年から行われているもので、今回

も400人 、
|‐ ■ス参加者でにぎわった。

2隣組で 1ぅ   ":成 、14チームが

熱戦また熱戦の中での珍プレーに歓声

があがっていた。

(91
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―

‐ た

家
庭

と
文
化

カットは、青年サークル「絵画サークル」

近藤直子さん (北牟田)

〔児童向き〕 ⑮むらのなつお「や

まのくじらとうみのいの しし」 麗
ハ ッチンス「かいぞくジェイク」

鰻 としたかひろ「はるの きかんじゃ

テトララ。ラン」 鰻大石真「ふたり
の花 どけい」 ⑬野島千恵子「 わに

の国どきどき探検言己」 畷榊原晃三

「奇蹟。ルルドのァ泉」 鰯川村たかし

「ほやほやにいちゃん 1年生」 ⑬
庄野英二「海のシルクロー ド」

〔一般向き〕 ⑮西川宏「 ラッパ手
の最後J ⑬長谷川幸男「 ロボット
と社会」 ⑬後藤正治「空自の軌跡
」 ⑬海鳴社「だれのための薬か」

⑮丹羽文雄「わが母・わが友。わが人生

」 園中井英夫「名なしの森」 ⑬
近藤妙子「】ヒ京の二十年」 ⑮ ヴェ
ルヴィル「出世の道」 畷講談社「
野の花山の花大図鑑」
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筑
後
小
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
は
、
羽
犬
塚
小
学
校
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
か
ら

昭
和
五
十
九
年
四
月
、
独
立
し
た
ば

か
り
で
す
。

筑
後
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
七
年
に

な
り
ま
す
の
で

こ
の
チ
ー
ム
は

作
り
た
て
の
チ

ー
ム
だ
と
言

っ

て
も
よ
い
で
し

よ
デつ
。

よ
り
楽
し
く

よ
り
積
極
的
に

練
習
は
、
毎
週
日
曜
日
午
前
十
時

か
ら
十
二
時
ま
で
、
筑
後
小
学
校
体

育
館

で
行

っ
て

い
ま
す
が
、
試
合
前

は
特

別
練
習
を
す

る

こ
と
も
あ

り
ま

す
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
多
く
の

友
達
が
で
き
元

気
よ
く
遊
び
、

だ
れ
で
も

″や

れ
ば
で
き
る
″

よ
う
に
な
る
と

い
う
自
信
を
持

い
と
思
い
ま
す
。
六
年
生
に
な
る
と

大
人
が
驚
く
ほ
ど
ボ
ー
ル
あ
つ
か
い

が
上
手
に
な
り
ま
す
。　
一
生
懸
命
や

れ
ば
練
習
時
間
と
比
例
し
て
技
術
が

上
達
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
体
で
覚
え
て

お
け
ば
勉
強
も
家
の
仕
事
も

す
べ
て
に
生
か
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

競
技
で
す
か
ら
当
然
、
勝
敗

が
あ
り
、
敗
け
る
よ
り
勝
っ

た
方
が
い
い
の
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
勝
つ
こ
と
よ
り

数
倍
も
大
切
な
こ
と
、
そ
れ

は

一
緒
に
遊
べ
る
友
遊
が
入

勢
い
る
こ
と
で
す
。

運
動
神
経
の
発
達
し
た
古

の
高
い
々
ど
も
た
ち
が
焔
練

習
す
れ
ば
強
い
チ
ー
ム
は
で

き
ま
す
が
、
仲
良
く
遊
べ
る

大
切
な
友
辻
を
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
つ
く
っ
た
ら
い
い
な
ふ

と
思
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
、
日
曜
日
に
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
っ
て
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
体
力
づ
く

り
を
し
ま
し
よ
う
。
　
古
賀
繁
美

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑩

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

現
在
の
ク
ラ
ブ
員
は
、
六
年
生
七

人
、
五
年
生

一
人
、
四
年
生
四
人
と

わ
ず
か
十
二
人
の
小
さ
な
チ
ー
ム
で

す
が
、
組
織
と
し
て
、
市
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
躍
、
県
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
を
通
じ
て
全
日
本
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
に
登
録
し

て
い
ま
す
。

た
せ
る
た
め

「
よ
り
楽
し
く
、
よ
り

積
極
的
に
」
を
チ
ー
ム
の
日
標
に
し

て
い
ま
す
。

仲
良
く
遊
べ
る
友
達
を

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
高
度
の
技

術
が
必
要
で
す
。
四
年
生
は
突
き
指

を
し
な
い
よ
う
に
ボ
ー
ル
遊
び
で
い

差別をなくそう⑫

友
達

な

ら
ば

水
洗
小
六
年
田
所
　
紋

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
Ｙ
子
さ
ん
は
、
あ

ま
り
好
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先
生
に
つ
げ

口
を
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
話
し
た
ぐ
ら
い

で
な
れ
な
れ
し
い
か
ら
で
す
。

こ
の
前
も
、
先
生
に
つ
げ
口
を
し
て
い

る
の
を
み
て
、
私
た
ち
は
、
す
ご
く
い
や

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（略
）

こ
れ
は
、
友
達
に
聞
い
た
話
で
す
が
、

Ｙ
子
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も

お
母
さ
ん
に
い
い
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す

そ
の
た
め
に
Ｙ
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
か

ら
し
か
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
、
い
や

な
性
格
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
Ｙ
子
さ

ん
は
、
な
や
み
を
相
談
す
る
人
が
い
な
い

か
ら
、
先
生
や
お
母
さ
ん
に
つ
げ
口
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
す
ぐ
、
な
れ
な
れ
し
く
す
る
の

は
、
そ
ん
な
に
口
を
き
か
な
い
か
ら
、
ち

ょ
っ
と
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
Ｙ
子

さ
ん
に
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
か
ら
だ
と

解
り
ま
し
た
。

友
達
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
Ｙ
子
さ
ん

の
気
持
ち
を
分
っ
て
や
っ
て
、
も
っ
と
友

達
ら
し
く
接
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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